
P1■ ＜二度と起こさない検証＞東名阪リフレ工事 舗装クラックシール加熱釜炎上事象

１

■＜二度と起こさない検証（過去に事象あり）＞
東名阪リフレッシュ工事の舗装クラックシ－ル加熱釜炎上事象と再発防止対策を全事業所実態検証し報告

（１）起きたことの事象の再発防止対策の提案と考慮すべき事項
①舗装補修のクラックシ－ル工の施工は、各路線の交通状況・路面状況により補修頻度が異なる。
②舗装補修や打替え等により、クラック補修頻度も年々変動する。
③重交路線においては、リフレッシュ工事や集中工事期間中に集中的に補修を行っている。
④クラックシール補修工の作業手順書は、施工頻度が少ない３事業所が手順書がなかった。⇒「速」対応
⑤【重点事項】温度管理の方法は、常時見張員の配置等が必要。また、強風時の注意事項や火傷の注意

喚起も明記
⑥作業完了後の釜側面の付着材料の除去は、次回作業の向けての重要な作業であり、清掃と併せて実施
⑦【今後の対策】確実な対策は、温度設定可能な専用の釜を使用する。

⇒設定温度以上に温度上昇しないため発火の危険性なし。
・・・ 事業所で購入(Ｈ26維持修繕業務の単価に釜購入費用割掛費用計上⇒メンテが購入)

（２）今後の対策の方向性(案) (２．３はNEXCO保全SCと調整し現場判断とする)
１.作業手順書の整備と作業員への周知・徹底・・・「速」対応する。

２.現場の施工頻度を検証し、発火の危険性のない専用釜を配置する。
・・・ は、施工頻度が多く専用釜を購入(H26維持修繕業務で費用計上)

３.施工頻度が少なす場合は、ＮＥＸCO保全と調整し、常温タイプシ－ルの使用も検討する。











P6■舗装クラックシール加熱釜炎上事象・消火資機材の強化

１

今後の対策 作業車に以下のものを携帯し、品質管理・安全管理の徹底を行う。

新たに車載するもの 消化器の増設

（使いきりタイプの消火器になるため
予備として、１本追加積載する。）

防火シート 石灰

引火した場合に、酸素供給阻止するために防火シートで窯を覆
う。（予備品）※窯本体の蓋で酸素供給を阻止できるが、二重
の対策でシートで養生を行う。

消火、材料分離用に積載する。





P8■路面クラック補修の作業手順書事例

8



P9■＜参考＞アスファルト溶解釜 専用釜１００ℓ
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